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終わりに 
－ 今後の課題について －

　本研究は、特別支援教育体制における特別支援学校の支援システムの現状の把握と課題点を整理
することを目的とした。
　制度改正以降３年が経過した現在までの到達点を把握するとともに更なる充実のために課題点を
明らかにしていくこと、また、質的な評価をしていくために、対象の事項に関するデータを数値化
し比較することなどを企図した。

　この研究調査では、調査設計にあたり、特別支援学校における支援システムの状況をどのような
観点と指標で把握しその充実と進捗の状況を確認していくかを問いとした。

　特別支援教育の基本的な考え方、特別支援教育体制整備の経緯などを確認し、また、先行調査で
の取組などを検討したが的確な答えを得ず、ひとまず、これまでの調査の観点や指標を踏襲し、現
時点での現状を把握することに留めることし、その後の推移を追うための資料を得ることを目的と
することとした。

　本研究成果報告書では、調査結果を整理すると共に、特別支援学校の支援システムの現状の確認
と課題点についての若干の分析を試みている。

　この調査で得られた資料を基に、今後の特別支援学校の支援システムの充実に向けた取組への課
題の更なる整理が必要であると考えている。
 （研究代表者　松村勘由）


